
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和７年３月１日（土）第 74回卒業証書授与式が挙行されました。卒業生 11名は、校長から卒業証書を受け 

取り、保護者等の方々へ立派に成長した姿を見せていました。在校生からの送辞や、卒業生からの答辞において 

もそれぞれ思いを言葉で伝え、感動的で素敵な式となりました。 

 また、前日の２月 28日（金）に同窓会入会式が行われ、伝統ある長万部高校の同窓生となりました。 

11名の卒業生のみなさん、卒業おめでとうございます！！ 

【２月 28日（金）～同窓会入会式～】 

 

 

 

 

 

 

 

【３月１日（土）～第 74回卒業証書授与式～】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（※卒業式、修了式・離任式の様子は、北海道長万部高校ホームページに掲載しています。） 

 

 

 

 

【３月 24日（月）～修了式～】 

３月 24日（月）修了式・離任式が行われ、令和６年度の学校 

生活をすべて終了いたしました。 

 修了式で、土屋校長から「物事の終わり」について「終わりは 

あった方がいいと思っている。正確には、終わりを実感すること、 

受入れることが大切である。」「終わりや別れは辛くて悲しいこ 

とではあるが、同時に、今という日常の尊さを改めて教えてくれ 

る。」と話がありました。また、卒業式の式辞の一節を用いて 

「明けない夜はありません。終わりを受入れ、何かに追われるより、何かを追い求める人生を歩んでください。」

とも話がありました。  

【３月 24日（月）～離任式～】 

 修了式の後には、離任式も行われ、本校からは４人の教職員が異動することが告げられました。 

それぞれの先生方は、『人とのつながりが、社会や自分を動かすので大切にしてほしいこと』、『高校時代の

３年間の経験はその後の人生を左右する。今後も夢実現に向けて頑張ってほしいこと』、『世の中は変わり科学

技術が進歩していくが、それに乗り遅れず対応できる人間でいてほしいこと』など、本校生徒への最後のメッセ

ージを送ってくれました。最後に生徒会長からお礼の言葉が送られました。生徒会長の小山玖生雅さんは『お別

れするのは辛いですが、今日までのご指導に感謝しています。離任される先生方は４月からの新天地で頑張って

ください。』とエールを送りました。生徒会役員からは花束の贈呈もあり、寂しさと華やかさが混ざった門出と

なりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写万岳の風にのせて 

北海道長万部高等学校 

学校だより 

学校だより 

令和６年度３月号 

             長万部高校 Topics   

第 74回卒業証書授与式（３／１） 

通算２７８号 

空き家班 特産品班 令和６年度 修了式・離任式（３／24） 



 

 

 

令和６年度第３回学校運営協議会が２月 25日(火)に開催されました。 

土屋校長からは、本校の教育活動へのご理解やご協力に対する感謝が 

述べられました。第２回の会議における「学校存続に向け危機的状況で 

あること」の話から、現在までの本校の取組を振り返りました。 

後半は、各部会（学力向上部会、地域連携部会、探究部会）に分かれ、 

１年間の評価及びまとめを行いました。また、次年度に向けてこの危機 

的な状況を乗り切るため、特に生徒募集の観点でご意見をいただきまし 

た。 

参加された委員の皆様、貴重なご意見ありがとうございました。本校 

の現状の魅力をさらに発信するとともに、成長する高校づくりを進めて 

まいります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 令和６年度学の学校評価紹介させていただきます。また、詳細につきましては、本校ホームページに掲載いた

しますので、そちらをご覧ください。 

【生徒アンケート分析結果】 

学習や進路については、「意欲の高まり」「学力向上」「資格取得及び講習」「探究活動」「ＩＣＴ活用」の

すべての項目で高い水準となっています。検定取得の人数が増加したことや講習（T-baseと個人講習）が要因と

して考えられます。（※参考 漢検（19名→34名）、英検（22名→30名）、数検（7名→7名）） 

学校生活においては、「服装頭髪」「コミュニケーション能力」「相談できる友人や先生」「長万部に入学」

「いじめ嫌がらせなし」のすべての項目で高い水準となっています。人間関係の良さ、本校での生活のしやすさ

等、日頃の生徒指導の成果であると分析できます。また、本校の学校軽目標の１つであるウェルビーイング（身

体的、精神的、社会的に満たされた状態）の向上が図られたと分析できます。 

【保護者アンケート分析結果】 

学習指導については、「学習意欲の高まり」「学力向上」「探究活動」「ＩＣＴ活用」の項目で高い水準とな

っています。昨年度の学習指導については、低いポイントであったが、今年度はほとんどの項目においてポイン

トが上昇しています。学習に対する意識が高まり、探究、ＩＣＴ活用と好循環な相乗効果があると考えられれま

す。教務部をはじめ、各教科等の指導の効果であると分析できます。（※参考 昨年度：研究指定（エビデンス

に基づく資質・能力育成事業）今年度：授業系研修参加強化） 

生徒指導については、昨年度すべての項目において高評価でしたが、今年度は、すべての項目でポイント増と

なっており、日頃からの生徒指導の成果と考えられます。 

進路指導については、すべての項目でポイント増となっており、日頃からの進路指導の成果と考えられます。 

学校との連携について、「各家庭への連絡、情報提供」の項目においては、ポイント大きく減、「担任、顧問

との連携」の項目では、大きくポイント増となっており、保護者等は高校からの情報発信に課題があると考えら

れていると分析できます。また、定期的な面談等、日頃から保護者等は担任や顧問と情報交換ができていると考

えていると分析できます。 

学校生活については、昨年度もすべての項目において高い水準でありましたが、今年度は、さらに大きくポイ

ント増となっています。日頃からの生徒指導の成果と考えられます。学校に対する保護者の満足度は高いと分析

できます。 

【次年度に向けての改善策について】 

１ 進路講習について、昨年度に引き続き、継続してＴ-ｂａｓｅが実施する長期休業期間中の講習の活用や進

路指導部と学年が連携した模擬試験と連動させた進学講習、公務員講習を実施するなど、１学年から希望者

を見逃さない指導の充実が必要です。 

２ 高校から各家庭へ連絡など、情報提供をきめ細やかに行う必要があります。楽メなどのメールでの定期的な

発信や、生徒から連絡文章等が確実に保護者等に渡る指導が必要です。 

（※各種評価については、北海道長万部高校ホームページに掲載します。） 

 

 

 

 おしゃおこ主催で開催された地域食堂の写真を掲載し 

ます。高校が共催、教育委員会が後援となって、地域 

の方々と高校との夢のコラボです。ご協力いただいた 

皆様、本当にありがとうございました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４月行事予定 

第３回 学校運営協議会（ＣＳ）開催（２／25） 

学校評価について 

地域食堂（２／16） 

まとめ・評価 


